
次期長野県食と農業農村振興計画策定に向けた審議委員からのご意見等への対応について

区分 ご意見・ご提言 対応

【計画全般】

○食と農業・農村の将来の構想の明確化
・10年後を見据えた５年後の目標設定とその達成に向けた施策の構築、今後の見通し（高齢化、人口減少等）を踏
まえた支援策が必要ではないか。
○食料自給率の向上
・５～10年先を見据えた県内食料自給率の向上に向けた取組を強化すべきではないか。

→次期計画全般に反映

→次期計画全般に反映

【産業としての農業振興】

○　法人経営体の強化
・経営体の更なる経営発展に向けた施策展開が必要ではないか。
○　新規就農者の更なる確保・育成に向けた取組
・希望者を確実に就農に結びつける新たな支援が必要ではないか。
○　スマート農業の推進
・スマート農業機械導入後の本県農業の将来像を明示すべきではないか。
・農業用施設の維持管理のＤＸ化、スマート農業のための圃場整備等の目標を明確化すべきではないか。
○　災害に強い産地づくりの推進
・セーフティネットの加入促進が必要ではないか。
○　国、県の戦略などを踏まえた新たな取組
・有機農業等の更なる推進に向けた施策展開が必要ではないか。
・温暖化対応等に向けた品種・技術開発の加速化が必要ではないか。
○　消費者と一体となった取組の推進
・環境課題等への対応に向けた消費者の理解醸成が必要ではないか。
○　県産農産物の新たな需要創出
・消費者ニーズに合わせた農産物の提供方法を検討すべきではないか。
○　農産物輸出の拡大
・輸出マーケットの動向を踏まえた支援策の検討が必要ではないか。
○　６次産業化の推進
・地元産農産物を原料とした加工品のＰＲなどが必要ではないか。

→【施策体系Ⅰ－１（ア）】に反映

→【施策体系Ⅰ－１（ア）】に反映

→【施策体系Ⅰ－２（イ）】に反映
→【施策体系Ⅰ－２（イ）、（オ）】に反映

→【施策体系Ⅰ－２（ア）】に反映

→【施策体系Ⅰ－２（ウ）】に反映
→【施策体系Ⅰ－２（エ）】に反映

→【施策体系Ⅲ－１、２】に反映

→【施策体系Ⅰ－３（ア）、（エ）】に反映

→【施策体系Ⅰ－３（イ）】に反映

→【施策体系Ⅰ－３（ウ）】に反映

【暮らしの場としての農村振興】

○　農業・農村の維持
・農業・農村の多面的機能の維持・活用を進めるべきではないか。
○　農村の暮らしを守る防災・減災対策
・計画的な農村の防災減災対策が必要ではないか。
○　基盤整備の推進
・農業用施設の長寿命化を進めるべきではないか。
○　多様な担い手の確保
・農ある暮らしから本格的な農業へのステップアップ支援が必要ではないか。
・小規模・家族農業者に対する支援策の充実と、定年退職者、女性等の農業参入をさらに推進すべきではないか。
○　農村資源の活用
・棚田地域を含む中山間地域の対策について、関係部局と連携した早急な対応が必要ではないか。

→【施策体系Ⅱ－１（ウ）】に反映

→【施策体系Ⅱ－２（ア）】に反映

→【施策体系Ⅱ－２（イ）】に反映

→【施策体系Ⅰ－１（ア）】に反映
→【施策体系Ⅰ－１（ア）、（イ）】、【施策体系Ⅱ－１（イ）】に反映

→【施策体系Ⅱ－１（イ）】に反映

【生産と消費を結ぶ信州の食の展開】

○　地消地産の拡大と魅力向上
・直売所の機能強化、学校給食、宿泊施設等との連携による地消地産の更なる推進とエシカル消費の拡大を図る
べきではないか。
・県産農畜産物のファン、サポーターづくりに向けた取組を推進すべきではないか。
○　食育の推進
・子ども達への農業体験の機会や食文化の伝承などが必要ではないか。

→【施策体系Ⅲ－１】に反映

→【施策体系Ⅲ－１】に反映

→【施策体系Ⅲ－２】に反映
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